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平成 26年度 第 3 9回岡山県書写教育研究大会 平成 26年度真庭市学力向上推進事業研究発表会

学力向上を目指す書写指導

山梨大学大学院教育研究科 宮 澤 正 明
国語科書写で学ぶこと

書写で何を学ぶのか・書写の学習を通して何が育つのか

① 文字の基礎的知識 00・ 文字とは何か、漢字・仮名の由来、

② 文・文章・形式の書き方の知識・・・思考力・判断力の育成

書写の学習は、下文字一文字の書き方の習得で終わつては意味が無い。書写の学習の目的は、文 。文
章、さまざまな書式・形式の中で生きて働かなくてはならない。特に、さまざまな書式・形式 (手紙・
はがき 。掲示物など)には、それぞれに書き方のノレールがあり、さらに、これらを誰に宛てるのか (対

こ塁:誓言f重警曇零鯵J″∬f言斃ヲ轟
したがって、書写の学習では、文字を書く活動 (膚
入れた授業を考えたい。

③ 書写技能の基礎 0基本・・・思考力・判断力・表現力・書字 (写)体力の育成

詳細は、<Ⅲ 書写の基礎 0基本をどのように学ぶのか> に述べる。
④ 書写の知識・技能の日常化 000思考力・判断力 0表現力・書字 (写)体力の育成

⑤ 文字・文章を書くそして表現する喜び・・・国語を享受し尊重する心の育成

冒管轡せ貪縫[=源:本覆下昌墓緑み彙だ事裂畠子
習は、国語を書き表すための基盤であり、欠かす t
基本を養 う毛筆書写の学習は、自己の課題が発見し
学習者にとって文字を書く喜びを得やすい。また、
あり、結果として日本の伝統文化を理解し、享受I

の改訂点 <別紙「小・中・高校 新学習指導要領」参照>
から「動 (筆使い)」 への変換

厖繹 ぼ ;赳鰤 憎聾 ∝秘 るⅧ %醗喜I責書楊弩象こことによつて、これまでの指導方法を大

:1曇稀泄[1暑 :「3822ξ曇F:な冒漕炉F[骨EE墨ヨ「昌l根蕉ξ霧:
いく必要がある。
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Ⅱ 新学習指導要領
<キーワード>
①「静 (字形)」
これまでの字形 (

弄楊暮魯義弓毎暑宙
きく変える必要があ
指導が求められるも
ことが不可欠になろ
整える過程も加えて
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「に関する原理や原則は、未だ十分なコンセンサス

IP」奮|ま浸籠晉隼思た5署 J、曇]!「曇響燿畠Tと
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寒覆

④文字文化としての書写
文字を美的に表現することは'日 本の伝統であセ

Ⅲ 書写の基礎・基本をどのように学ぶのか
1.姿 勢・執 筆
<姿勢について>

導
腹 と背中にグーーつ、左手おいてさあ書 こう」

らわれである。
学習内容に関心 。意欲を促す指導が姿勢を正す。

⑤ 赴よ 催1ツ
クな空書はウォーミングアップと学習の意欲を引き出し、姿勢を正す。

<鉛菖臀言言[繕導貫[:脈
蒐偲窪F讐危異畠讐案奪隼響省農参堪装宇懸針意3整

理を心がける。

<鉛

       ヨらi][:]li[[き、       :]::::l:i:][[
(例)横画→親指 :ア クセル (推進力)人 さし指 :ハンドル 中指 :ブレーキ
縦画→人さし指 :推進力 親指 :ハ ンドル 中指 :ブ レーキ

2,用 具・用材

が塾鰐竃廼趾理露樫潟確認・…総鵡習
・用材の大切さを知らせたい。書の美しさを知る機会に

※署ギト鴨 |ヒ島ヨネξξり4毎ξ島哩雉 おゝ誕寺勢ポら%ご理響げ尋犠ぢ
=寒
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ま

3.筆使い (筆は「線を引く」道具であって「塗る」道具ではない)
① 点画の名称の定着を図る。・・ 。・中・高学年でも徹底する。教材文字の点画を全員で確認する。
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速く書 くために (文字や手書きの機能を活かし、効率よく書く)
・小学校から速書き (許容の書き方・行書)の基礎を
いわゆる許容の形の徹底指導  0。 ・漢字指導と

名晃違ξ)鍵畢♂ 
書き取りの評価との関係は未解決

行書の徹底指導・・ 。速書きとしての書体を指導り
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て学習することを意識した指導で

Ⅳ 授業方法の工夫 (エ ピソー ド記憶、長期記憶をめざして)        ,
児童 。生徒主体の授業の工夫 0・ ・発間による基準

努晏撃基曇留し?憩鸞し弔馨管委ょ?臆讐ととして)基準を持つ文字の発見 03.基準文字 (手本)以外 1

書写の日常化を図るために (手本無し論のすすめ)・ ・・手本をみないで書く学習方法の定着

習曇あ誓笑?算誉懲書桑基彗「 ?最I彎
を図るために半紙、ノート以外の用紙に様々な用具を用いる。

極小、極大の文字を書いてみよう

Ⅵ 評価活動の工夫 (絶対評価の在り方)<書写の評価規準、評価基準>

§曇量所I駆 8撃扁!([言見菫操童ユ娑所署T:[]l富奮奮[テII[][I]せ♀員弩巣奨騨だ甚獅③ 文字バンクの提唱・・・1年間の試し書き、まと

Ⅶ 書写指導の今後の課題

芸術科書道へのスムースな移行をどのように図るか。

Ⅷ 書写と書道

82唇菫ジ橿2巽整窯号羅事 :牛涯学習
の視点から書写、書道を考える

雇賛真扇庭よる理叢属年晟説感傍薯懇程
の
羅薦燿i響暫空臭委現力?喜壼浩。社会との結びつきなど

― 「文字を習得 。実現する」 から「 文字を審美の対象として表現・鑑賞する」へのプロセス ー

<文字の習得 :受動的>
「用」の側面

<文字の表現 :能動的>
「美」の側面

差曇1嘉良有霧蔦得峰順、鵞衆轟で■炉亀m、躍喜戸曇
)

会い ⇒ 書の表現方法の習得  ⇒ 自己表現・鑑賞 ⇒
への活用
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